
 

 

－ 22 －

  



「茨木っ子力」は自分で伸ばす力だからこそ…

　今回の「茨木っ子プラン ネクスト5.0」で掲げられた「茨木っ子力」を伸ばしていくために、子どもたち
は一体何をすればよいのだろうか？　暗記できるような知識であれば覚えればよいが、そうはいかない。
また、誰かが教えて身に付けさせてくれるようなものでもない。大切なのは、自分自身で意識的に伸ば
していくことである。

　そこで、何よりも、一日一日をやりっ放しにせず「振り返り（リフレクション）」を行い、そこから次への
見通しを持つことが重要になってくる。過去の自分は、どの場面で「茨木っ子力」が求められていたの
か？また、いつ、「茨木っ子力」を発揮することができていた（できていなかった）のか？　こうした内省
は振り返りによって可能となり、これからに向けて必要となる「茨木っ子力」を明らかにして、「もっと伸
ばしたい」と自ら意識できる（見通しを持てる）ようになる。

　また、振り返りを繰り返すことで、その時々に自分で自分のことを見つめられる「メタ認知」も可能とな
る。子どもがメタ認知できるようになれば、オンタイムで自らの行動や周囲の状況を把握し、状況に応じ
て行動を調整できるようになるだろう。つまり、メタ認知できれば、自分で自分の「茨木っ子力」を意識
的に伸ばすだけでなく、これらの力を状況に応じて使いこなせるようになる。

　だからこそ、まずは「振り返り」と「見通しを持つ」ためのツールとして、『茨木っ子キャリアパスポー
ト』と『いま未来手帳』を活用したいものである。

岡山大学　　
　中山　芳一
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高度情報化社会を生きる子どもたちのために

　子どもたちはこれから高度情報化社会を生き抜いていきます。インターネットを使えば、子どもでも世
界最先端の情報に触れることができます。
　例えば、先日、日米の中学生が通訳なしでweb会議する場面に立ち会いました。スマートフォンの無
料の翻訳アプリ（グーグル翻訳）を使ってほぼストレスなく会話し、それぞれが自分の国の言語で作成
したスライドを使ったプレゼンをしていました。スライドの画面にアプリをかざすと瞬間的にアプリが翻
訳していました。まさに私が幼いころに見たSF映画の世界ですが、まぎれもない令和の現実です。特別
な地域の特別な子どもではありません。公立中学校の普通の中学生たちの話です。私たちの子どもたち
はそういう世界を生きているのです。
　社会の様々な課題をインターネットが解決しつつあります。マッチングアプリが少子化対策に効果を
あげ、多くの自治体が推奨しています。GPS機能を使った位置情報システムは徘徊する老人の問題を解
決しつつあります。浪費癖のある子どもにスマホ決済アプリを使わせると保護者が子どもの消費を把
握・管理できるようになります。SNSやメールのおかげで、簡単にやりとりできるようになりました。画像
配信システムがあるので、わざわざ美術館に行かなくても絵画に触れることができ、コンサートホール
でなくても音楽を聴くことができます。私たちの社会はインターネットの恩恵を十分に受けています。
　一方、インターネットにはまだまだ負の側面があります。マッチングアプリ等のネット出会いで小学生
が誘拐されたり、高校生が殺された事件が起きたりしています。GPS機能がストーカーに悪用され、画
像配信システムは動画配信やオンラインゲームを可能にし、ネット依存という新しい言葉を産みました。
2019年、WHO（世界保健機関）は、ゲーム障害を正式に病気に認定しました。私たちの社会は、残念
ながらこのような負の側面を制御しきれていません。
　私たちが子どもたちにインターネットを与える際、100％手放しで使わせるのは危険です。命の危険さ
え感じます。しかし0％、全く使わせないわけにもいきません。子どもたちは高度情報化社会を生き抜い
ていかなければならないからです。30％なのか、70％なのか、それとも50％なのか、大人がまずは子
どもたちに自信を持って提示できなければなりません。もっと言えば、何が危険で、何が便利か、はっき
りと示すことが高度情報化社会を生きる大人の責務でしょう。
　インターネットの問題はとかく、子どもたちの問題だと言われやすいですが、実はこういう危うい状況
を作り出している大人の側の問題だと私は考えています。その意味で、これから茨木市が取り組むこと
は非常に意義深いと考えています。茨木市の取組みを、広く社会のモデルとなるものにしていけるよう、
私も微力ながら協力を惜しまないつもりでいます。試されているのは私たち大人です。

兵庫県立大学
竹内和雄
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ともに学びともに育つ教育を基本とした一人ひとりに応じた指導

　学級内には学習面、行動面、社会性等に個人差のある子どもたちが当然のことながら多数在籍して
います。また、生活背景も様々で、中には愛着に課題を有する状態となっている子どもも見受けます。さ
らには性的マイノリティーや外国にルーツを持つ子どもも増えてきています。
　大阪の支援教育においては、このような発達的にも生活背景からも幅のある、多様な子どもたちに対
しての個に応じた指導を集団指導の中で工夫していただいてきました。多様な集団であればこそ、対話
的で深い学びが実現することは当然で、その深い学びを通して学習面のみならず人を思いやる気持ちや
感謝する気持ち等を仲間とともに育ててきました。
　このことを実現させるためにも、一人ひとりの子どもの特性や生活の背景等を的確に把握し、年度限
りの効果的な支援にとどまらせることなく「幸せな大人になるため」に切れ目のない一貫した教育シス
テムとすることが求められます。各校に訪問させていただく巡回行動観察の中では、困っている子ども
たちの実態を把握することへのサポートをさせていただきたいと思います。的確な実態把握をしたうえで、
一人ひとりに応じた個別の目標を設定し、みんなとともに学びながら次のステージにつなぐことで、すべ
ての子どもたちを「幸せな大人」にすることは可能と思います。
　支援において重要にしたいのは、気になる行動をする子どもに対して精神的な苦痛を伴うような強い
叱責や罰でコントロールするよりも、目標を設定し、「正の強化」を用いてQOLを高めるポジティブ行動
支援（PBS）の視点でかかわることの大切さです。しかもその視点を個人にとどめるだけではなく、学
校規模で取り組み、例えば、学校内の各場面における望ましい行動の教示・モデリングや望ましい行
動へのフィードバックが組織的に行われるような安心・安全な環境づくりは、エビデンスベーストな行
動支援を学校全体で行うことにつながります。学校全体が変われば、一人ひとりの子どもも必ず変わる
はずです。このような視点もお伝えできればと考えております。
　巡回させていただいた学校の先生方はすべて、誠心誠意子どもたちのために努力なさっています。そ
のような先生方と、茨木っ子プラン　ネクスト5.0に関わらせていただくことはこの上ない楽しみです。こ
のプランを通して、すべての茨木っ子が幸せな大人になってくれることを心より願っております。

梅花女子大学
　伊丹昌一
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